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はじめに 
 本調査は, イタリアの拡張家族 (extended family) 
の関係性とコミュニケーションの特性を読み解
くことを目的とする｡ 祝いあるいはハレの日と






















 M 家の母親アンナは67歳で, エミリア=ロマ
ーニャ州 F市に介護を必要とする97歳の母と住
み, 夫と死別してからは民宿 (Bed & Breakfast) 
を営んでいる｡ 母親には 4 人の子どもがいる｡ 
長女イザベッラは49歳の弁護士である｡ 夫マル
コは48歳で劇場館長を務めている｡ 19歳の息子
と17歳の娘と共に F 市の旧市街に住んでいる｡ 
長男ミケーレは45歳の建築家である｡ 妻エレナ
は40歳でマンション管理会社にパート勤めをし
ている｡ 15歳の息子ニコロと 5 歳の娘ダリアが
いて, 夫婦と娘はミラノで暮らしている｡ 次女
カテリナは43歳の大学教員である｡ 夫マルチェ
ッロは43歳の大学研究員である｡  8 歳の娘ベネ
デッタと共にヴェネチアに住んでいる｡ 三女シ
ルビアは40歳のスポーツインストラクターであ
る｡ 夫ルイジは40歳で海の家を経営している｡  
5 歳の娘マルタと共に F 市郊外に住んでいる｡ 










 母親はパン屋に立ち寄った｡ F 市はカボチャ
が特産品なので, カボチャを使った珍しいパン
も売っていた｡ 母親は F市の名物パン ｢コッピ




手の夫が亡くなった 2 年前に Bed & Breakfast を
オープンして経営している｡ 宿泊者用の部屋数
は 4 部屋あり, イタリア国内外からのゲストが
訪れる｡  
 自宅に入ってすぐに, 次女カテリナとベネデ





















けるチーズは 2 種用意する3)｡ どちらかの好み
があるからという母親の配慮である｡  
ほどなくして長男家族がミラノから到着した｡ 
従姉妹同士の 8 歳のベネデッタと 5 歳のダリア
は一緒に遊びはじめた｡ 長男の連れ子となる15





ましょう｣ と言ってくれた｡  













図 1  M 家の家系図 
 
 
 (名前は仮名である1))  
 
経営志林 第49巻 4 号 2013年 1 月  115 



























 母親, 次女カテリナ, ベネデッタ, および筆

















が 1 つ 1 つ出してきては見せて, 気に入らなけ
れば次の商品を出してくる｡ この宝飾店でも, 
1 点 1 点出してはひっこめるの繰り返しであっ











写真 1 義姉と次女が各皿に料理を盛りつける 
2012年9月29日筆者撮影
写真 2 三女へのギフト選び 
 
2012年9月29日筆者撮影
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ット) の CO-OP がある大型商業施設に到着し
た｡ 再会する時間と場所を決めておいて, 母親
アンナと筆者は CO-OP に, 次女カテリナとベ
ネデッタは洋服店に向かった｡ 我々の買い物の
目的は翌日のピッツァの材料である｡ 生きてい
るリエビト (ビール酵母), 小麦粉, モッツァレ














も歩いて行ける｣ と言ったが, 車 3 台に分かれ
て行くことになった｡ 空には満月が輝いていた｡ 
アグリツーリズモのレストランに到着した｡ 大
人11人と子ども 3 人と筆者家族 2 人の総勢16人
の会食となる｡ ティーンエイジャーの子ども達 




 乾杯は 3 回行われた｡ まず, 9 月29日当日は
聖ミケーレの日なので, 同じ名前の長男ミケー






たが, 女性陣はしげしげと見入っていた｡  
メニューは長男ミケーレのみに運ばれ, 彼が
料理を注文した｡ 料理はとりわけるスタイルで








 プリモピアット ( 1 皿目) は, F 市名物のパス









うものではなく,  2 グループくらいに分かれて















 デザートは 6 種類から選んだ｡ デザートを食







をして父親に叱られた昔話である【写真 4 】｡  
賑やかなディナーが終わったのは23時近くで
あったが, 子どもたちもまだまだ元気であった｡ 
この日, 母親の B&B に泊まったのは, 長男家族 
3 人, 次女カテリナと娘, および筆者家族 2 人
の合計 7 人である｡ 夜は誰もシャワーに入るこ
となく眠りについた｡  
ピッツァ作り 



















が発酵するまでには 7 時間から 8 時間かかるた
め ｢生地を持って帰ってくれたらいいから｣ と
いうことで生地だけ作る事になった｡ 小麦粉








はまだ 2 時間ほどしかできていないため, 生地
が伸びなくて母親は ｢ああ, ダメだわ｣ と言い
ながら伸ばしていた｡ 三女シルビアの家族も訪
ねてきた｡ シルビアは生の生地をつまんで口に
放り込んで ｢美味しい｣ と言っていた｡ 買い物
に出かけていた次女カテリナと長男夫婦が帰宅
写真 3 誕生パーティでの談笑 
2012年9月29日筆者撮影
写真 4 長男の話に聞き入る 
 
2012年9月29日筆者撮影
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した｡ デザート用のお菓子を買ってきている｡ 
カテリナはパンを切るのを手伝っていた【写真 













(豚ローストの塊 2 個) を作り置きして冷凍して
おいて, 子どもたちが解凍して食べていくので








 ピッツァも焼き上がり, 昼食の時間になった｡ 
長男夫婦と15歳の息子, 三女夫婦, 次女カテリ




















写真 5 孫から祖母への金メダル 
 
2012年9月30日筆者撮影
写真 6 母親の手伝いをする次女 
2012年9月30日筆者撮影 
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分発の電車に乗るので, 16時15分にここを出ま


















1 つ目に, M 家では身体接触が高頻度で見ら
れた｡ 大人が小さな子どもに対して接触するだ
けではなく, 大人同士もするし【写真 7 】, 男性
同士の親子でもする【写真 8 】｡ 身体接触と関係

































写真 7 母親と次女とのスキンシップ 
2012年9月29日筆者撮影
写真 8 長男と息子とのスキンシップ 
2012年9月29日筆者撮影
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本研究は既存の枠組みでは説明できない現象







きたが (Caplow1982; Caplow1984), 本研究のギ
フトの贈り手は複数であったため, 既存の枠組
みでは説明ができない｡ ギフト・コミュニケー



























 1) 長女イザベッラの 2 人の子どもはフィールドワ
ークの中の消費行為に全く関わらなかったため、
名前を記載していない。 









 6) ラグーソースはミートソース｡ タリアテッレは
平たいきしめんのようなパスタのこと｡  
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